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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１
図形Ａの２倍の拡大図 図形Ａの の縮図

【ポイント】

図形Ａに対して，各線分の長さ

がすべて２倍， 倍になるよう

にかくことが必要だね。

２

(1) ２：x ＝ ４：１２ (2) ６：５ ＝ ４： x

４ x ＝ ２４ ６ x ＝ ２０

x ＝ ６
x ＝

１０

３

【ポイント】

比例式の性質 a：b ＝ c：d ならば，a d ＝ b c を使って求めることができるね。

３

(1) ３：４

【ポイント】

ＡＢとＥＦは，対応する辺で，

ＡＢ：ＥＦ＝６：８＝３：４

よって，相似比は３：４だね。

(2)
(ｃｍ)

【ポイント】

７.５ (ｃｍ) ＢＣ＝ x ｃｍとすると，

x：１０ ＝ ３：４

４ x ＝ ３０

x ＝ (ｃｍ)となるね。
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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

●三角形の相似条件●

２つの三角形は，次の各場合に相似である。

① が，すべて等しいとき

② が，

それぞれ等しいとき

③ が，それぞれ等しいとき

２

(1)

図１ △ＡＢＣ∽△ＡＥＤ ２組の角が，それぞれ等しい。

図２ △ＡＢＣ∽△ＤＡＣ ２組の辺の比とその間の角が，それぞれ等しい。

図１

【ポイント】

図１では，∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＥ＝６５
○

，

共通な角で，∠ＢＡＣ＝∠ＥＡＤ

がいえるね。

図２では，ＢＣ：ＡＣ＝１２：６＝２：１，

ＡＣ：ＤＣ＝６：３＝２：１

共通な角で，∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＡ 図２

がいえるね。

(2)
(ｃｍ)

【ポイント】

４.５ (ｃｍ) ＡＤ＝ x ｃｍとすると，

△ＡＢＣ∽△ＤＡＣより，

９：x ＝ ２：１

２ x ＝ ９

x ＝ (ｃｍ)

となるね。

３組の辺の比

２組の辺の比とその間の角

２組の角
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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

証明 △ＡＯＤと△ＣＯＢで，

ＡＯ： ＝ ６：３ ＝ ：

ＤＯ： ＝ ８：４ ＝ :

よって，ＡＯ：ＣＯ＝ＤＯ：ＢＯ ･･･････････････････････①

は等しいから，∠ＡＯＤ＝ ･･････②

①，②から， がそれぞれ

等しいので，△ＡＯＤ∽△ＣＯＢである。

２

証明 △ＨＢＡと△ＨＡＣで，

ＡＨ⊥ＢＣだから，∠ＢＨＡ＝ ･･････････････①

△ＨＢＡで，∠ＡＢＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････②

また，∠ＢＡＣ＝９０
○

だから，

∠ＣＡＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････③

②，③から， ＝ ･････････････④

①，④から， がそれぞれ等しいので，

△ＨＢＡ∽△ＨＡＣである。

【ポイント】

②と③は，④を導くための根拠となるものだね。

ここでは，

「a ＋ c ＝ b ＋ c ならば，a ＝ b である。」という

数量についての基本的な性質が使われているね。
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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

●平行線と線分の比●

△ＡＢＣで，辺ＡＢ，ＡＣ上に，それぞれ，点Ｐ，Ｑがあるとき，

① ＰＱ∥ＢＣならば，ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ

② ＰＱ∥ＢＣならば，ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ

１
(1) x ＝４ (ｃｍ) ， y ＝ (ｃｍ) ７.５ (ｃｍ)

(2) x ＝１０ (ｃｍ) ， y ＝１８ (ｃｍ)

【ポイント】

上の平行線と線分の比の性質を使って，次のように求められるね。

(1) ＡＰ：ＡＢ＝６：９＝２：３ だから，

x：６＝２：３ ５：y ＝２：３

３ x ＝１２ ２ y ＝１５

x ＝４
y ＝

(2) ＡＰ：ＰＢ＝１２：８＝３：２ ＡＰ：ＡＢ＝１２：２０＝３：５

よって，１５：x ＝３：２ よって，３：５＝ y：３０

３ x ＝３０ ５ y ＝９０

x ＝１０ y ＝１８

２ x ＝４ (ｃｍ)， y ＝ (ｃｍ) １３.５ (ｃｍ)
p，q，r が平行のとき，

【ポイント】 a ： b ＝ c ： d ，

右の性質を使って，次のように求められるね。 a ： c ＝ b ： d

x：８＝５：１０ y：９＝１２：８ が成り立つ。

x：８＝１：２ y：９＝３：２

２ x ＝８ ２ y ＝２７

x ＝４
y ＝

３ ＭＮ∥ ，ＭＮ＝

４ ９ｃｍ 【ポイント】

中点連結定理より，ＤＥ＝ ×５＝２.５ (ｃｍ)

ＥＦ＝ ×６＝３ (ｃｍ) ，ＤＦ＝ ×７＝３.５ (ｃｍ)

よって，△ＤＥＦの周の長さは，

２.５＋３＋３.５＝９ (ｃｍ) となるね。
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■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

●相似な図形の面積の比●

相似な図形で，相似比が m：n ならば，面積の比は m ２：n ２ である。

１ ２５：４９

【ポイント】

∠ＡＢＣ＝∠ＤＣＡ＝９０
○

より，ＡＢ∥ＤＣだから，

△ＡＯＢ∽△ＣＯＤとなるね。

相似比が５：７だから，面積の比は５ ２：７ ２

つまり，２５：４９になるね。

２ Ｐ ２７ ｃｍ ２ ，Ｑ ４８ ｃｍ ２

【ポイント】

ＡＢとℓ の交点をＥとすると，ℓ∥ＢＣより，

△ＡＥＤ∽△ＡＢＣとなるね。

ＡＤ：ＤＣ＝３：２より，ＡＤ：ＡＣ＝３：５ だから，
ℓ

△ＡＥＤと△ＡＢＣの面積の比は，９：２５になるね。

Ｐ (△ＡＥＤ)の面積を x ｃｍ ２とすると，x：７５＝９：２５

より x ＝２７となるので，Ｐの面積は２７ ｃｍ ２ となるね。

７５－２７＝４８ だから，Ｑの面積は４８ ｃｍ ２ となるね。

●相似な立体の表面積の比と体積の比●

相似な立体で，相似比が m：n ならば，表面積の比は m ２：n ２，体積の比は m ３：n ３である。

３ (1) ３：２

【ポイント】

ＦとＧは相似な立体だから，底面の半径の比も３：２と

なるね。円周の長さは，２π×(半径)だから，底面の周

の長さの比は，底面の半径の比に等しく３：２となるね。

(2) ５６ ｃｍ ２ ポイント】

ＦとＧの表面積の比は，３ ２：２ ２ ＝ ９：４ だから，

Ｇの表面積を x ｃｍ ２とすると，１２６：x ＝９：４ より，

x ＝５６となるので，Ｇの表面積は５６ ｃｍ ２ となるね。

(3) １３５ ｃｍ ３ ポイント】

ＦとＧの体積の比は，３ ３：２ ３ ＝ ２７：８だから，

Ｆの体積を y ｃｍ ３とすると，y：４０＝２７：８ より，

x ＝１３５ となるので，Ｆの体積は１３５ ｃｍ ３ となるね。
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